
項 ⽬ 内 容
名称 朝鮮ニンジン 、オタネニンジン、⾼麗⼈参 [英]Oriental ginseng、Chinese

ginseng、Korean ginseng、Ginseng root. [学名]Panax ginseng C.A.Mey.

概要 朝鮮ニンジンは、⾼麗ニンジンとも呼ばれて古くから珍重され、中国では強壮剤と
して名の知れた⽣薬で、薬⽤部分は根 (⼈参<ニンジン>局) である。オタネニンジ
ンの中国語名は「⼈参」であり、調製法により「⽩参」と「紅参」に⼤別されてい
る。別項でふれるエゾウコギやサンシチニンジンとは若⼲成分や作⽤が異なってい
る。

法規・制度 ■⾷薬区分
・果実、根、根茎、葉︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しな
い成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅
・コウジン、ニンジンが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・サポニン約4％ (⽇本ではジンセノシドと呼ばれる) 、精油0.05％ (主成分はパナ
センpanacene、β-エレメンβ-elemeneなど) 、単糖類約1.5％ (D-glucose、D-
fructose) 、三糖類 (trisaccharideA、trisaccharideB、 trisaccharideC) 、β-シト
ステロール (β-sitosterol) 、β-シトステリルグルコシド (β-sitosteryl-glucoside)

、パナキシノール (panaxynol[1,9-(cis)-heptadecadiene-4、6-dyen-3-ol]) 、パ
ナキシドール (panaxydol) 、 heptadece-1-en-4,6-diyn-3,9-diol、デンプン、ペ
クチン、ビタミンB1、B2、B12、コリン、脂肪、マグネシウム、カルシウム、鉄、
マンガン、バナジウムなどを含む (18) 。
・ジンセノシドには、ジンセノシドRo、Ra1、Ra2、Rb1、Rb2、Rb3、Rc、Rd、
Re、Rf、Rg1、Rg2、Rhなどがある (18) 。
・ジンセノシドRoのサポゲニンはオレアノール酸oleanolic acid、ジンセノシド
Rb1、Rb2、Rc、Rdのサポゲニンは20s-プロトパナキサジオール(20s)-
protopanaxadiol、ジンセノシド Re、Rg1、Rg2のサポゲニンは20s-プロトパナキ
サトリオール (20s)-protopanaxatriolである (18) 。

分析法 ・品質の指標としてジンセノシド (Rb1、Rb2、Rc、Rd、Re、Rg1、Rf) が紫外可
視 (UV) 検出器 (検出波⻑︓203 nm) 付HPLC により分析されている。使⽤カラム
は250×4 mm Lichrospher, 5μm, 100 A diol columnで、検出限界は20 ngである
(PMID:11816014) 。UV検出器付HPLC (PMID:12541707) 、蛍光検出器付HPLC
(PMID:11261731) 、LC-MS-MS法 (PMID:11080895) などもある。
・朝鮮ニンジン中の成分をUV検出器 (検出波⻑196 nm) 付HPLCにより分析した報
告がある (PMID:15305000) 。
・朝鮮ニンジン中のジンセノシド Rb1、Rc、Rd、Re、Rg1をUV 検出器 (検出波
⻑︓210 nm) 付HPLCにより分析した報告がある (2007093541) 。
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メタ分析
・2014年4⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験17報
について検討したメタ分析において、朝鮮ニンジンの摂取 (摂取期間︓≧4週間) は
収縮期⾎圧 (16報) 、拡張期⾎圧 (16報) との関連は認められず、いずれも試験によ
るばらつきが⼤きかった (PMID:27074879) 。
RCT
・脳動脈硬化症の診断基準のA〜Cに該当する脳動脈硬化症患者40名 (試験群20名、
平均61.7±11.5歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験におい
て、0.3 gの⽇本薬局⽅コウジン粉末カプセルを1⽇9カプセル、8週間摂取させたと
ころ、⾃覚症状 (不眠、⼿⾜の痺れと冷え、⼼悸亢進、⽿鳴り) の改善、総脂質、中
性脂肪の低下、HDL-Cの増加、動脈硬化指数の改善が認められた (1984130602)
。
・健康な成⼈17名 (平均30±9歳、カナダ) を対象とした⼆重盲検クロスオーバー無
作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン3 gまたは、朝鮮ニンジンから抽出
した同等量のジンセノシド、ポリサッカライドを単回摂取させたところ、3時間後ま
での⾎圧に影響は認められず、朝鮮ニンジン摂取群でのみAugmentation index (動
脈硬化の指標) の低下が認められた (PMID:20134405) 。
・降圧薬で治療中の⾼⾎圧患者64名 (試験群30名、平均55±9歳、韓国) を対象と
した⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン3 g/⽇を3ヶ⽉間
併⽤させたところ、⾎圧や上腕-⾜⾸伝播速度に影響は認められなかった
(PMID:21235416) 。
・健康な成⼈60名 (試験群29名、平均43.1±10.6歳、韓国) を対象とした⼆重盲検
無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン4.5 g/⽇を12週間摂取させたと
ころ、腹囲、⾎圧、⾎中脂質、糖代謝マーカー (⾎糖、インスリン、HOMA-IR) 、
CRP、⽩⾎球数、上腕-⾜⾸伝播速度に影響は認められなかった (PMID:22916320)
。
・健康な成⼈男性10名 (平均29±1歳、⽇本) を対象とした無作為化⼆重盲検プラセ
ボ対照試験において、朝鮮ニンジン粉末250 mg、⽜⻩粉末50 mg、⽢草粉末50
mgを含むカプセルを単回摂取させた結果、摂取60分後の⼼電図における補正QT値
及びRT値が短縮する傾向 (⼼機能障害のリスク減少傾向) が認められたという予備
的な報告がある (PMID: 18490845) が、この現象についてはさらなる検証が必要
である。
・急性⼼筋梗塞患者50名 (試験群25名、平均61.4±12.4歳、韓国) を対象とした無
作為化プラセボ対照試験において、冠動脈ステント留置術後に朝鮮ニンジン3 g/⽇
を8ヶ⽉間摂取させたところ、冠動脈⾎流予備能 (SFR) や⾎管新⽣細胞 (CD34+、
CXCR4+、CD117+) の増加が認められた (PMID:20641058) 。
その他
・脂質異常症患者67名 (平均56.7±1.5歳、うち糖尿病併発患者49名、⽇本) に、
300 mgの薬⽤⼈参局⽅コウジン6年根の錠剤1⽇9錠 (コウジン末として 2.7 g) を
3〜24ヶ⽉間摂取させたところ、摂取前と⽐較して⾎中脂質 (TC、TG、遊離脂肪
酸) 、動脈硬化指数は低下、⾎中脂質 (HDL-C) は上昇したという予備的な報告があ
る (1984126446) 。この現象についてはさらなる検証が必要である。

消化系・肝臓 RCT
・胆⽯患者28名 (試験群14名、平均63±2.8歳、韓国) を対象とした⼆重盲検無作
為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン7.5 g/⽇を24週間摂取させたとこ
ろ、結⽯の⼤きさ、完全溶解リスク、⾃覚症状、胆嚢切除のリスク、有害事象リス
クに影響は認められなかったという予備的な報告がある (PMID:23051744) 。
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糖尿病・
内分泌

メタ分析
・2013年7⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験 (検索
条件:期間≧30⽇) 15報について検討したメタ分析において、朝鮮ニンジンの摂取は
空腹時⾎糖 (15報) の低下と関連が認められたが、空腹時インスリン (9報) 、
HbA1c (8報) 、HOMA-IR (7報) との関連は認められず、試験によるばらつきが⼤
きかった (PMID:25265315) 。
・2011年6⽉までを対象に14のデータベースで検索できた無作為化⽐較試験3報に
ついて検討したメタ分析において、2型糖尿病患者による12週間以上の朝鮮ニンジ
ン摂取は、空腹時⾎糖値やインスリン濃度との関連は認められなかった
(PMID:22139546) 。
RCT
・2型糖尿病患者36名 (試験群24名、平均79歳、フィンランド) を対象とした⼆重
盲検プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン100 mg/⽇または200 mg/⽇を8週
間摂取させたところ、空腹時⾎糖値の低下が認められた (PMID:8721940) 。
・2型糖尿病患者19名 (平均64±2歳、カナダ) を対象とした⼆重盲検クロスオーバ
ー無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン6 g/⽇を12週間摂取させたと
ころ、HbA1cに影響は認められなかったが、空腹時および糖負荷試験によるインス
リン濃度の低下、インスリン感受性の上昇が認められた (PMID:16860976) 。
・過体重または肥満の成⼈68名 (試験群34名、平均42.6±9.1歳、韓国) を対象と
した⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン6 g/⽇を12週間摂
取させたところ、インスリン感受性 (空腹時⾎糖値、空腹時インスリン濃度、
HOMA-IR、QUICKI) や⾎中脂質 (TC、LDL-C、HDL-C、TG) に影響は認められな
かった (PMID:23945406) 。
・耐糖能異常または2型糖尿病患者62名 (試験群32名、平均58.9±8.9歳、韓国) を
対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン、クワの葉
抽出物、バナバの葉抽出物混合物 (1:1:1含有) を6 g/⽇、24週間摂取させたとこ
ろ、⾎漿中ICAM-1の低下が認められたが、その他炎症マーカー (VCAM-1、酸化
LDL、Lp(a) 、PAI-1、⾼感度CRP) や、空腹時⾎糖、インスリン濃度、HOMA-
IR、糖負荷試験による⾎糖、インスリン濃度、インスリン感受性、HbA1cに影響は
認められなかった (PMID:22474520) 。
・閉経後⼥性93名 (試験群49名、平均58.4±5.5歳、韓国) を対象とした⼆重盲検
無作為化プラセボ対照試験において、発酵朝鮮ニンジン粉末を2.1 g/⽇、2週間摂

取させたところ、HOMA-IR、インスリン値のわずかな低下、およびエストラジオー
ル、DHEA-Sの低下抑制が認められた (PMID:23675990) 。
・空腹時⾼⾎糖、耐糖能異常または2型糖尿病患者41名 (試験群21名、平均
58.81±1.72歳、韓国) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、
朝鮮ニンジン5 g/⽇を12週間摂取させたところ、BMI、⾎圧、⾎中脂質 (TG、
TC、HDL-C、LDL-C) 、⾎糖値、インスリン濃度、HbA1cに影響は認められなかっ
た (PMID:24456363) 。
・体操選⼿の男性12名 (平均20.5±0.3歳、台湾) を対象とした⼆重盲検クロスオー
バープラセボ対照において、レジスタンス運動実施後にジンセノシドRb1を1
ng/kg/⽇、5⽇間摂取させたところ、⾎糖値、インスリン濃度、コルチゾール濃度
に影響は認められなかった (PMID:26300710) 。
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⽣殖・泌尿器 メタ分析
・2010年6⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた臨床試験について検討
したシステマティックレビューにおいて、ブラックコホシュ、イソフラボ ン、レッ
ドクローバー、ダイズ、ビタミンE、朝鮮ニンジン、トウキ、メマツヨイグサ油、ヤ
ムイモ、カバ、メラトニンを代替医療としてそれぞれ単独使⽤することが、更年期
⼥性のホットフラッシュに与える影響との関連は認められず、⻑期使⽤の安全性デ
ータが不⼗分であった (PMID:20833608) 。
RCT
・EDの男性患者45名 (平均54歳、韓国) を対象とした⼆重盲検クロスオーバー無
作為化⽐較試験において、朝鮮ニンジン900 mg/⽇を8週間摂取させたところ、症
状の改善 (IIEF) が認められた (PMID:12394711) 。
・EDの男性患者60名 (試験群30名、平均52.6歳、ブラジル) を対象とした⼆重盲検
無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン1,000 mg/⽇を12週間摂取させ
たところ、症状の改善 (IIEF-5) が認められた (PMID:16855773) 。
・EDの男性患者86名 (試験群65名、平均57.51±1.24歳、韓国) を対象とした⼆重
盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン抽出物2,000 mg/⽇を8週
間摂取させたところ、症状の改善 (IIEF) が認められた (PMID:19234482) 。
・EDの男性118名 (試験群59名、平均57.49±7.94歳、韓国) を対象とした⼆重盲
検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジンの実抽出物350 mg×4個/⽇を
8週間摂取させたところ、早漏の評価 (premature ejaculation diagnostic tool) の
改善が認められたが、全体の症状 (IIEF-15) に影響は認められなかった
(PMID:23254461) 。
・更年期の⼥性28名 (平均51.2±4.1歳、韓国) を対象とした⼆重盲検クロスオーバ
ー無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン3 g/⽇を8週間摂取させたと
ころ、性機能が向上した (PMID:20141583) 。
・閉経後の⼥性384名 (平均53.5±4.0歳、試験群193名、ノルウェー) を対象とし
た⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、標準朝鮮ニンジンエキス200 mg/
⽇を16週間摂取させたところ、QOL (PGWB、WHQ、VA) や更年期症状に影響は
認められなかった (PMID:10761538) 。
・閉経後⼥性72名 (試験群36名、平均52.98±3.04歳、韓国) を対象とした⼆重盲
検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン1 g×3回/⽇を12週間摂取さ
せたところ、更年期症状の評価4項⽬中3項⽬の改善、⾎中TC、LDL-C、頸動脈内膜
中膜厚の低下が認められたが、HDL-C、TG、⾼感度CRP、エストラジオール濃度に
影響は認められなかった (PMID:22027944) 。

脳・神経・
感覚器

RCT
・健康な成⼈112名 (試験群55名、平均51.4±7.9歳、デンマーク) を対象とした⼆
重盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジンエキス400 mg/⽇を8〜9
週間摂取させたところ、認識機能の指標12項⽬中、2項⽬でのみ向上が認められた
が、他の項⽬に影響は認められなかった (102) 。

・線維筋痛症の患者38名 (試験群12名、平均43.6±2.2歳、ブラジル) を対象とした
⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン抽出物100 mg/⽇を12
週間摂取させたところ、症状の⾃⼰評価 (VAS) やQOLに影響は認められなかった
(PMID:23567596) 。
・閉経後⼥性93名 (試験群49名、平均58.4±5.5歳、韓国) を対象とした⼆重盲検無
作為化プラセボ対照試験において、発酵朝鮮ニンジン2.1 g/⽇を2週間摂取させたと
ころ、⾎中インスリン濃度の低下が認められたが、その他⾎液マーカー (糖代謝、
脂質、ミネラル、ホルモン等) やうつ症状評価 (ベックうつ評価尺度) に影響は認め
られなかった (PMID:24088416) 。
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その他
・末梢循環障害のある慢性リウマチ患者5名 (49〜74歳、⽇本) を対象とし、コウジ
ン末を6 g/⽇、4〜26ヶ⽉摂取させたところ、レイノー現象 (⼿指の⽩⾊か、しび
れ、疼痛を⽣じる指動脈の攣縮） を伴っている患者は全て臨床症状が改善され、 3
名のサーモグラフィ所⾒の改善が⾒られたという予備的な報告がある
(1989083807) 。この現象についてはさらなる検証が必要である。

免疫・がん・
炎症

メタ分析
・2007年12⽉までを対象に14のデータベースで検索できた論⽂を検討したシステ
マティックレビューによると、朝鮮ニンジンによる⾵邪予防に関する無作為化⽐較
試験は1報しかなく、有効性を裏づけるデータは不⼗分である (PMID:19592479)
。
RCT
・慢性的な胃炎患者643名 (試験群325名、平均47.5±8.0歳、中国) を対象とした
⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン1 g/週を3年間摂取さ
せ、その後8年間追跡したところ、男性でのみ、がんの発症率が低下した
(PMID:20521975) 。
・がん関連疲労のある進⾏がん患者112名 (試験群56名、54〜67歳、アメリカ) を
対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、オタネニンジン400
mg×2回/⽇を28⽇間摂取させたところ、疲労度評価指標 (FACIT-F) 、エドモント
ン症状評価、抑うつ・不安評価指標 (HADS) のスコア、6分間歩⾏、握⼒のいずれ
にも影響は認められなかった (PMID:28874596) 。
・健康な成⼈98名 (試験群49名、平均45.5±8.3歳、韓国) を対象とした⼆重盲検
無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン70％エタノール抽出物1.0 g×3
回/⽇を12週間摂取させたところ、急性呼吸器感染症発現割合の減少が認められた
(PMID:23255845) 。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当らない。

その他 メタ分析
・2015年10⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験12報
について検討したメタ分析において、朝鮮ニンジンの摂取は疲労軽減 (4報) と関連
が認められたが、⾝体機能強化 (8報) との関連は認められなかった
(PMID:27822924) 。
RCT
・慢性疲労を訴える成⼈90名 (中央値39.5歳、試験群60名、韓国) を対象とした⼆
重盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン20％エタノール抽出物を

1 g/⽇または2 g/⽇を4週間摂取させたところ、疲労の⾃⼰評価4項⽬中、1 g/⽇摂
取で1項⽬、2 g/⽇摂取で2項⽬のみ、改善が認められた (PMID:23613825) 。

・健康な成⼈28名 (平均23.2±3.2歳、試験群13名、アメリカ) を対象とした⼆重
盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン200 mg/⽇を21⽇間摂取
させたところ、エルゴメーターによる運動負荷時のVO2maxや⼼拍数、最⼤負荷
量、運動時間などに影響は認められなかった (PMID:9791844) 。
・健康な男⼦学⽣57名 (試験群28名、平均19.6±0.8歳、タイ) を対象とした⼆重
盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン3 g/⽇を8週間摂取させた
ところ、エルゴメーターによる運動負荷時の乳酸性閾値、⼼拍数、最⼤負荷量、運
動時間などに影響は認められなかった (PMID:17624213) 。
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・健康成⼈83名 (平均25.7歳、試験群49名、アメリカ）を対象とした⼆重盲検無作
為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン200 mg/⽇もしくは 400 mg/⽇を
60⽇間摂取させたところ、肯定的気分や否定的気分、TMDに影響は認められなかっ
た (PMID:11424544) 。
・健康な成⼈57名 (20〜65歳、試験群38名、韓国) を対象とした⼆重盲検無作為化
プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン6 g/⽇を8週間摂取させたところ、⾎中
抗酸化酵素活性 (SOD、GPx、カタラーゼ) の上昇、尿中酸化ストレスマーカー (8-
Epi-PGF-2α) の低下、リンパ球DNA損傷、酸化LDLの減少が認められたが、3 g/⽇
の摂取では尿中酸化ストレスマーカーの低下と酸化LDLの減少にのみ認められた
(PMID:22805313) 。
・再発寛解型多発性硬化症の⼥性52名 (試験群26名、平均33.3±7.5歳、イラン)を
対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝鮮ニンジン250 mg×2
回/⽇を3ヶ⽉間摂取させたところ、多発性硬化症患者における疲労 (MFIS)および
QOL (MSQOL-54) に関する⾃⼰評価スコアの改善が認められた
(PMID:23301896) 。

その他
・涙液分泌減少症患者15名 (24〜77歳、⽇本) に、薬⽤⼈参 (コウジン末) を6 g/
⽇ (3回分服) 、1％コンドロン、システインなどの点眼剤と併⽤して 1〜9ヶ⽉間投
与したところ、涙液中のラクトフェリン濃度が低下し、⾃覚所⾒の改善が⾒られた
という予備的な報告がある (1990169468) 。この現象についてはさらなる検証が
必要である。
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